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思科教育の自穣は「正しい白書~織の嫡立」 と 「自然認織を占緩める」 乙とであろ う。組物は潔携に
遮応していると同時に ，環境にはたらきかり，変えてい tζ とは生物学の示すとζみである。|司様
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上のグラフは各選択肢についての解答の百分率を学年別に帯状化して表わしたもので"
よ段は 1年下段は S年を示している。ィ，ロ，ハ・・ h ・・は各選択肢の記号で. ( ) 
内の数字はその解答総数IC対する百分率である。また正併にはO印をつげてある。
1 • nとも(1)で水のj昆度がよがると正解したものが多いが，それでも 4 8 %から 6{) ~もにすまな
い。水の温度が下がるとの誤答が 目立つが..j湯の混度と鉄球の温度ととり違えたζと， および7](が
湯;や鉄球をひやすから と.0>やすという ζ とばにまどわされたものと考えられる。また水の湿度は
変わらないとの誤りは・「鉄の温度が下がるわ.tJ r*が鉄をひやすだけJr勢お的ζまじら郎、J
という Z忍識のしかたに起因するものといえよ う。乙の ζ とは 1~手主主についてす守念った別d豚査結果か
らもうなずけるととである。 (1表3 一方水の温度は上昇すると正解しても ，それを温度の高い
ものから低い色のへの熱量の移動として正し t認識しているのは Iの場合では儲かすtζす刊い。
(グラフ@)~また f湯か'水をゐたためるからJ r温度がまじるからJr湯から*'n温度がうつるからJ
という認識が自立っている。 ζ の ζ とから，温度と熱の区別法5来文化でああこと，牛乳をゐ
たためるというような臼常縫験的事象か.日常語として定着し，正しい認識の深化を阻害している乙
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さがちがうだけである。 A B C 
イ A. B. Cのばねばかりの昌盛は向lム ハ Cのばねばかりの鼠盛が一番少い
ロ Aのばねばかりの自盛がー餐少い ニ Dのばねばかちの自盛が一番少い
E 体績が 5Odt • 空気中での重さが 1 3 <;<;の物体を，水の中ではかったら，ばねばかりの
自盛は何グラムをしめすか
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イ しんくうでゐる ハ いろいろの気体がつまっている。
ロ 空気がつまっている ニ 水蒸気がつまっている
H 管の中の水銀の上部 (Bのと ζh)Iζ圧力がはたらいているかど
うか。
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水の沸点が 1 0 0 'cである乙とについては，それが日常生活に関連が深(，たんなる知識とも

































どんどんゐがっていくJPー 「もう 80度ζしたぞJPー 「水がじゃんじゃん動いているJPー 「
ゐ/またゐわがでてきたJPー IfとえたってきたんだJT-r温度計の自援はも、〈らですかJPー





水を熱する→底の方からさかんにゐわが出る=務とうというーー ー温度は 10 0 '0 
T- Iところで，底からさかんにでているめわは何だろうJと質問.一寸変な顔を していたが，じ



























て分解する こと念説明 ，また水中にとりている空気色わずかで ，熱
・ー65司・
熱 熱
7.1< 水蒸気 ? 〉水













































~からませて ， 実践的に深めていかなげればならない。乙の小論カ主， まとまった成果の少い乙とを
痛感するのでゐるが ，しかし問題の所在を明かにし ，務局の敏朗iが可能な aむしろ現場にいるが放
に通絡でありかつなさなげればならない問題の鑓起として .い芯さかの意味を もてばと思うのであ
る。乙のよう な大間婿は .あらゆる教師，Ii耳究者の地道な資料の築績によってのみ可能なものであ
ろう。録後に乙の小論は， 学校長はじめ，校内の還元ヰ担任の生先方 ，資料収集に積極的に御協力下
さった先生方の抱導劫突によってまとめる乙とができた。厚〈感謝の意を表し，今後¢鞭逮を賜わ
りたい。
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